
JP 2013-141213 A5 2014.12.4

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2013-141213(P2013-141213A)
【公開日】平成25年7月18日(2013.7.18)
【年通号数】公開・登録公報2013-038
【出願番号】特願2012-266418(P2012-266418)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月16日(2014.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器であって、
　前記電子機器の前面に設けられ、情報が表示される表示部分を有するカバーパネルと、
　前記カバーパネルの内側主面上に設けられ、前記カバーパネルに接した使用者の耳を介
して使用者に音を伝えるために前記カバーパネルを振動させる圧電振動素子と、
　音信号に基づいて前記圧電振動素子を振動させる駆動部と
を備え、
　前記圧電振動素子は撓み振動を行い、
　前記圧電振動素子における、撓み振動での変位量が最大となる箇所は、前記カバーパネ
ルの前記内側主面の上側端部における左右方向の中心に位置している、電子機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子機器であって
　内部に設けられたマイクに外部の音を入力するための送話口の穴をさらに備え、
　前記送話口の穴は、前記電子機器の裏面の中心部に設けられる、電子機器。
【請求項３】
　請求項１及び請求項２のいずれか一つに記載の電子機器であって、
　使用者の耳に取り付けられたヘッドホンに当てられた前記カバーパネルが前記圧電振動
素子によって振動させられることにより、当該使用者は、当該カバーパネルからの音を認
識可能である、電子機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
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　上記課題を解決するため、本発明に係る電子機器は、前記電子機器の前面に設けられ、
情報が表示される表示部分を有するカバーパネルと、前記カバーパネルの内側主面上に設
けられ、前記カバーパネルに接した使用者の耳を介して使用者に音を伝えるために前記カ
バーパネルを振動させる圧電振動素子と、音信号に基づいて前記圧電振動素子を振動させ
る駆動部とを備え、前記圧電振動素子は撓み振動を行い、前記圧電振動素子における、撓
み振動での変位量が最大となる箇所は、前記カバーパネルの前記内側主面の上側端部にお
ける左右方向の中心に位置している。
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